






































に交差する対立軸は、現象学 VS 分析哲学、規範主義 VS 経験主義、全体論 VS 還元
的原子論、理由 VS 原因、志向性 VS 因果性、真理の対応説 VS 真理の整合説、表象
主義 VS 反表象主義、行為の解釈主義 VS 行為の因果説、志向的実在論 VS 消去主



















































































































その後、研究所を去った K 氏の行方は杳として知れないという。 
 
 さて、少し頭を冷やそう。無い物ねだりの理不尽で不当な要求だということは百も承知
で、今後の著者にあえてこう問いたい。ロボットが＜現存在＞となるためにはどうしたらい
いのか？ ＜現存在＞の記述はもう十分だ。このストーリーがおぼろげに示唆するよう
に、＜可能性の企投＞の実現のメカニズムでも具体的に解明しない限り、そうした記述
は、やわな自然主義とやわな反自然主義を甘やかす安らぎの袋小路にしかならないから
である。 
 
